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「第２回ハガキでごめんなさい
　　全国コンクール」入賞作品紹介
平成17年度 施政方針
保健課からのお知らせ
人権～共生の時代 � ほか
カメラリポート 
みんなの広場 
お知らせ  
健康文化都市・南国
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後免町商店街

　３月12日、後免町商店街でフリー
マーケットや大根早おろしコンテス
トなどの催し物が開かれました。
　また、第２回ハガキでごめんなさ
いの表彰式では、テープでやなせた
かしさんのメッセージが流され、大
賞を受賞した松尾久美子さんに記念
品などが渡されました。
　　　　　（Ｐ２で受賞作品を紹介）

　
P４
P６
P７
P８
P10
P12
P18

P２



▲大賞／松尾久美子さん
（高知県吾川郡いの町）

�
優
秀
賞
／
佐
藤
か
お
り
さ
ん
（
沖
縄
県
中
頭
郡
）

▲優秀賞／若色美和子さん
（群馬県吾妻郡）

▲優秀賞／紙川千華さんさん
（京都府向日市）

―
― 

い
い
そ
び
れ
た
ご
め
ん
な
さ
い
を
１
枚
の
ハ
ガ
キ
に 

―
―

　
今
年
で
第
２
回
と
な
る
「
ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん
な
さ
い
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

今
回
は
２
千
122
通
の
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
第
１
次
、
第
２
次
審
査
を
経
た
作
品
の
中
か
ら
、
名
誉
市
民
の
や
な
せ
た

か
し
さ
ん
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
大
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
の
作
品
９
点
を
紹
介

し
ま
す
。

�
大
賞
の
松
尾
さ
ん
を
迎
え
て
の
表
彰
式

�
後
免
町
公
民
館
で
の
審
査
会
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「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
第
２
回
は

予
想
し
た
以
上
に
秀
作
が
多
く
て

選
に
苦
し
み
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
漫
画
家
の
せ
い
か
イ
ラ

ス
ト
入
り
の
作
品
が
非
常
に
多
か

っ
た
で
す
ね
。

　
絵
が
入
る
と
た
し
か
に
解
り
や

す
い
の
で
す
が
、
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
な
い
の
で
文
章
だ
け

の
も
の
も
ぜ
ひ
採
用
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
結
果
と
し
て
は
ほ
と

ん
ど
イ
ラ
ス
ト
つ
き
に
な
り
ま
し

た
。

　
大
賞
の
松
尾
久
美
子
さ
ん
の
作

品
は
ぼ
く
に
も
似
た
よ
う
な
経
験

が
あ
り
ま
す
。
絵
も
上
手
で
す
ね
。

　
優
秀
賞
の
紙
川
千
華
さ
ん
は
着

眼
点
が
面
白
い
。

　
後
は
ほ
と
ん
ど
差
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
ご
め
ん
な
さ

い
」
を
言
え
な
い
ま
ま
で
い
た
人

は
ず
い
ぶ
ん
多
い
ん
で
す
ね
。

　
ぜ
ひ
一
度
「
ご
め
ん
駅
」
へ
来

て
く
だ
さ
い
。
電
車
が
着
く
た
び

に
駅
員
が
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
」

と
あ
や
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
次
回

は
「
あ
り
が
と
う
駅
」
の
あ
り
が

と
う
も
募
集
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
入
選
し
な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
ご

め
ん
な
さ
い
。

や
な
せ
　
た
か
し 

さ
ん

▲佳作／鈴木治雄さん
（神奈川県横浜市）

▲優秀賞／奥宮真代さん
（茨城県ひたちなか市）

＊佳作は当初設定がありませんでしたが、
　やなせたかしさんが選ばれた作品です。

▲佳作／藤川堯子さん
　（東京都小平市）

▲佳作／宇内翠さん
（神奈川県横浜市）

▲優秀賞／安達光幸さん
（埼玉県所沢市）
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防
災
対
策
関
係

    

住
民
の
防
災
力
の
向
上
を

　
２
月
２
日
に
「
四
国
防
災
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
災
害
対
策
本

部
の
模
擬
演
習
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8.4
の
巨
大
地
震
を
想
定
し
、
「
高
知

中
央
災
害
対
策
本
部
」
を
設
け
て
訓
練

を
実
施
。
避
難
指
示
の
伝
達
や
自
衛
隊

へ
の
派
遣
要
請
、
関
係
機
関
と
の
役
割

分
担
の
調
整
等
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
よ
り
危
機
管
理
能
力
を
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

地
震
な
ど
の
大
災
害
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
住
民
の
防
災

力
の
向
上
が
重
要
で
、
現
在
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
16
年
度
に
結
成
さ
れ
た
20
の

組
織
を
加
え
、
現
在
ま
で
に
72
組
織
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
平
成
17

年
度
も
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業

　
採
択
を
受
け
事
業
に
着
手

　
十
市
・
東
沢
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
採
択
を
受
け
、
平
成
17
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
の
事
業
費
は
約
13
億
円
で
、

整
備
面
積
は
62.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
国
市
東
沢
土
地
改
良
区
と
連
携
し
、

関
係
農
家
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

平
成
22
年
度
完
成
に
向
け
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

道
路
改
良
事
業

　
新
制
度
の
適
用
を
受
け

　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
を
推
進

　
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ

事
業
と
い
う
、
新
規
交
付
金
事
業
が
採

択
基
準
の
緩
和
と
と
も
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
17
年
度
に
は
、
こ
の
新
制

度
の
適
用
を
受
け
、
市
道
南
国
102
号
線
、

103
号
線
、
107
号
線
の
改
良
工
事
を
計
画

一
般
国
道
55
号
・
高
知
南
国
道
路

に
係
る
周
辺
整
備
事
業

　
円
滑
な
事
業
の
推
進
を
図
る

　
衣
笠
と
住
吉
野
で
共
同
墓
地
の
造
成

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
道
、
水
路
、

市
道
の
改
良
、
公
民
館
建
設
な
ど
の
事

業
を
芦
ヶ
谷
、
衣
笠
、
丸
山
、
伊
達
野
、

住
吉
野
、
西
野
々
、
竹
中
、
関
、
田
井

の
各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

平成平成1717年度施政方針年度施政方針平成平成1717年度施政方針年度施政方針平成平成1717年度施政方針年度施政方針

　浜田純市長は各議案の提案理由に先立ち、
施政方針で「第34回日本農業賞の特別部門の
『食の架け橋賞』で、本市教育委員会が優秀
賞を受賞することになりました。この賞は、
食を通じて都市と農村の架け橋となる働きを
している個人や組織を表彰し、日本の農業の
あり方を提言していこうとするもので、本年

財
政
状
況 

    

健
全
な
財
政
体
質
の
確
立
へ

　
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
総
額
175

億
円
で
、
対
前
年
度
比
1.0
％
増
の
予
算

で
す
が
、
前
年
度
は
財
源
不
足
に
よ
り

一
部
積
み
残
し
た
予
算
で
し
た
の
で
、

実
質
は
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

歳
入
は
、
市
税
で
は
景
気
の
低
迷
に

よ
る
個
人
・
法
人
市
民
税
が
落
ち
込
む

も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
増
額
に
よ
り
、

税
収
全
体
と
し
て
は
対
前
年
度
比
3.6
％

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
を

基
に
算
出
し
た
結
果
、
な
お
大
幅
な
一

般
財
源
の
不
足
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、

基
金
か
ら
の
繰
入
と
地
域
再
生
事
業
債

の
活
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
出
で
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
な
ど

義
務
的
経
費
の
増
加
、
ま
た
老
人
保
健

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど

へ
の
繰
出
金
が
増
大
す
る
な
ど
、
厳
し

い
財
政
環
境
で
す
が
、
将
来
に
向
け
た

基
盤
整
備
事
業
、
産
業
振
興
対
策
、
教

育
・
福
祉
対
策
、
防
災
対
策
な
ど
は
重

点
施
策
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
行
政
改
革
実
施
方
針
、
財

政
健
全
化
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
、
徹

底
し
た
経
費
節
減
に
努
め
、
歳
入
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
る
財
政
体

質
の
確
立
に
向
け
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

度から創設されたものです。今回の名誉ある
受賞は、本市の学校給食や食育の推進が評価
されたものであり、大変うれしく思っていま
す。今後とも『南国市の食育』の取り組みを
一層推進するとともに、新たな方策も模索し
ていきたいと考えています」と平成17年度に
向けた市政運営に対する所信を述べました。
　　　　　　　　　　（内容はあらましです）

し
て
い
ま
す
。
市
道
包
末
山
田
線
改
良

工
事
な
ど
の
市
単
独
道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

第311311回 南国市議会定例会
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企
業
誘
致
関
係 

　
産
業
拠
点
の
実
現
を
目
指
す

　
南
国
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
は
19
の

分
譲
区
画
の
う
ち
現
在
10
区
画
、

面
積
比
率
で
63
％
が
分
譲
を
完
了

し
、
５
社
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
用
地
を
取
得
し
て

い
ま
し
た
薬
品
卸
業
の
�
ア
ス
テ

ィ
ス
が
、
新
社
屋
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
四
国
銀
行
に
次
ぐ
大

区
画
へ
の
建
設
で
あ
り
、
就
業
者

が
百
数
十
人
程
度
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
完
成
し
ま
す
と
企
業
立
地
が

大
き
く
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 

な
ん
ご
く
流
通
団
地
で
は
、
新

た
に
１
社
の
進
出
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
決
定
し
ま
す
と
、
14
社
の

立
地
と
な
り
、
面
積
比
率
で
約
51

％
の
分
譲
率
と
な
る
見
込
み
で
す
。

 

高
知
み
な
み
流
通
団
地
で
は
、

新
た
に
12
月
に
環
境
調
査
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
�
東
洋
技
研
が
社

屋
建
設
に
着
手
し
、
本
年
夏
ご
ろ

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
４
社
が
立
地
し
、
全
17

区
画
中
10
区
画
、
面
積
比
率
で
約

52
％
の
賃
貸
契
約
が
完
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
16
年
度
中
に
も

う
１
社
の
進
出
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
本
年
秋
ご
ろ
に
は
就
業
者
数

が
140
人
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

学
校
教
育

　
期
待
と
信
頼
に
応
え
る

　
　
　
　
　
学
校
づ
く
り
の
推
進

　
「
か
が
や
く
明
日
へ
の
人
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
教
育
県

都
南
国
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指

し
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や
外

部
評
価
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

な
ど
学
校
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
進
め
、
ま
た
、
平

成
17
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
職

業
能
力
育
成
型
」
の
新
し
い
人
事

評
価
制
度
を
通
し
て
学
校
組
織
の

活
性
化
を
図
る
な
ど
保
護
者
や
地

域
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
民
営
化

　
引
き
続
き
民
営
化
へ
取
り
組
む

　
大
篠
、
十
市
に
続
き
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
後
免
野
田
保
育
園
が

加
わ
り
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
稲

生
保
育
所
は
、
平
成
17
年
度
１
年

間
は
引
継
ぎ
を
兼
ね
た
職
員
配
属

で
従
来
ど
お
り
の
運
営
を
行
い
、

平
成
18
年
４
月
に
民
間
移
管
を
行

う
予
定
で
す
。

 

こ
れ
ら
以
外
の
公
立
保
育
所
９

園
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
施
設
の

現
状
を
検
討
し
、
引
き
続
き
民
間

移
管
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す

福
祉
関
係

　
成
年
後
見
制
度
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
新
制
度
を
策
定

　
近
親
者
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高

齢
者
、
知
的
・
精
神
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
成
年
後

見
制
度
に
係
る
新
た
な
制
度
を
設

け
ま
す
。
成
年
後
見
の
開
始
を
申

し
立
て
た
り
、
審
判
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
不
安
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
申
立
人

が
い
な
い
場
合
に
、
市
長
が
申
立

人
と
な
る
「
南
国
市
成
年
後
見
制

度
に
係
る
市
長
審
判
請
求
手
続
等

に
関
す
る
要
綱
」
と
、
市
長
に
よ

る
審
判
請
求
を
行
っ
た
方
の
中
で
、

審
判
に
要
し
た
費
用
の
負
担
が
困

難
な
方
に
対
し
、
そ
の
費
用
を
助

成
す
る
「
南
国
市
成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業
助
成
交
付
要
綱
」

の
２
つ
の
要
綱
を
策
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

  

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

　
平
成
17
年
度
は
、
第
２
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
、
平
成

18
年
度
か
ら
３
年
間
の
第
３
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
新
予
防
給
付
の
導

入
な
ど
の
大
幅
な
制
度
改
革
に
対

応
で
き
、
か
つ
、
お
年
寄
り
が
適

正
で
公
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
計

画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
教
育

　
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を

　
平
成
17
年
度
も
文
部
科
学
省
の

「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進

事
業
」
等
の
継
続
指
定
を
受
け
、

食
に
関
す
る
指
導
の
実
践
研
究
や

地
域
に
密
着
し
た
取
組
を
進
め
、

積
極
的
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

消
防
関
係

　
多
様
な
期
待
に
即
応
で
き
る

　
　
　
　
消
防
体
制
の
充
実
強
化

　
傷
病
者
が
医
療
機
関
に
搬
送
さ

れ
る
ま
で
の
処
置（
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ

ル
ケ
ア
＝
病
院
収
容
前
救
護
）
を

理
解
し
、
今
後
、
医
師
と
し
て
医

療
現
場
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に 

、
高
知
大
学
医
学
部
学

生
を
救
急
車
１
日
同
乗
研
修
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
３
千
800
人
の
市
民

が
資
格
を
取
得
し
て
い
る
普
通
救

命
講
習
を
引
き
続
き
実
施
。
救
命

率
の
向
上
を
図
る
た
め
救
急
救
命

士
の
養
成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
防
職
員
の
手
話
通
訳
の
修
得
な

ど
、
緊
急
時
に
お
け
る
市
民
の
多

様
な
期
待
に
即
応
で
き
る
消
防
体

制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

平成17年度施政方針平成17年度施政方針平成17年度施政方針
平成17年度施政方針

第311回
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※お問い合わせは、保健課国保係（�８８０ー６５５６）まで

　転入・転出・出生・死亡などや、国保以外
の健康保険ができたとき、またはなくなった
ときは、必ず国保係へ届け出を行ってくださ
い。
　届け出がなかったり遅れたりすると、資格
がないのに国保税を課税される場合がありま
す（最高で３年間さかのぼって課税されます）。
また、資格喪失後に国保の保険証で医療機関
にかかった場合、市の負担分を返納していた
だくことがあります。

　国保係への届け出が必要です。
転出手続きの際には、保険証および在学を証
明するもの（在学証明書など）をご持参の上、
届け出をお願いします。
　届け出がされていないと、国保の資格が喪
失しますので保険証が使えなくなります。就
学中の方には今年も資格確認のための書類を
送付させていただきますが、修学が終了され
たらその旨の届け出も忘れずに行ってください。

　国保の被保険家庭で平成13年度から平成15
年度の３年間にわたり疾病などによる給付が
なく、またその間の国保税も完納されている
上地廣喜さん（奈路）他78世帯に表彰状・記
念品を贈りました。

�同じ病気で、いくつもの病院にかかる
　重複受診や頻回受診は、やめましょう。
�時間外受診・休日受診は、なるべく避
　けましょう。
�薬をたくさん欲しがるのは、やめまし
　ょう。

※お問い合わせは、保健課給付係（�８８０ー６５５６）まで

H11 1,064,784 986,508 832,104 7,224

H12

854,580

825,696

839,316

825,972 7,977

7,742

756,624

756,500

877,315 860,000 753,300

7,765

H14

H15

838,080 828,780 757,860 7,638

H13

南国市年度

老人医療費（円） 受給者数（人）

南国市高知県 全　国

�身近な信頼できる『かかりつけ医』を
　持ちましょう。
�定期的に健康診断を受けましょう。
�病気の早期発見・早期治療を心がけま
　しょう。

千円 人

H11 H12 H14 H15H13

全国
受給者数高知県

南国市

年度

人医療費は、病院の窓口で支払う一部負担　　　　　　　　
　　金と、あなたの加入されている健康保険・
国・県・市の負担で賄われています。
大切な医療費です。上手に使いましょう！

＊
平
成
12
年
度
か
ら
介
護
保
険

　
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
私
は
自
分
が
被
差
別
部
落
出
身
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
は
中
学
２
年

生
の
時
で
し
た
。
そ
の
時
は
被
差
別
部
落

に
生
ま
れ
れ
ば
、
ど
う
し
て
嫌
わ
れ
る
の

か
な
…
。
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
だ
け
し
か

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
私
が
初
め
て
『
差
別
』
の
実
態
を
知
っ

た
の
は
、
美
容
学
校
を
卒
業
し
、
社
会
に

出
て
か
ら
で
し
た
。
生
ま
れ
た
場
所
が
わ

か
っ
た
ら
、
こ
の
店
に
も
雇
っ
て
く
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
…
。
お
客
さ
ん
が
被
差

別
部
落
の
話
題
に
ふ
れ
る
時
は
、
ほ
ん
と

う
に
身
の
縮
む
思
い
で
し
た
。

　
美
容
技
術
を
身
に
つ
け
な
が
ら
独
立
を

夢
み
つ
つ
も
、
生
き
る
こ
と
に
疑
問
を
感

じ
て
い
た
時
、
夫
は
「
き
っ
と
幸
せ
に
し

て
や
る
…
。
み
ん
な
同
じ
人
間
だ
…
」

そ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
家
か
ら
も

勘
当
と
な
り
な
が
ら
私
を
選
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
想
い
が
私
を
結
婚
に
踏
み
切

ら
せ
た
の
で
す
。

　
私
は
20
歳
と
い
う
若
さ
で
結
婚
し
て
、

男
の
子
２
人
を
生
み
ま
し
た
。
当
時
、
ま

だ
小
学
校
５
年
生
だ
っ
た
長
男
が
、
あ
る

日
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て
、

「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
恋
愛
結
婚

…
？
見
合
い
結
婚
…
？
ど
っ
ち
か
え
」
…

と
。

「
恋
愛
結
婚
よ
や
」
と
夫
。

「
恋
愛
で
も
見
合
い
で
も
な
い
知
り
合

い
結
婚
よ
ね
」
と
私
。

「
け
ん
ど
お
母
さ
ん
は
、
ち
っ
と
は
お
父

さ
ん
の
こ
と
を
好
き
じ
ゃ
っ
た
が
じ
ゃ
お
」

　
息
子
は
い
つ
に
な
く
真
面
目
な
表
情
で

問
い
続
け
ま
す
。
子
ど
も
心
に
両
親
は
愛

し
あ
っ
て
結
婚
し
て
い
て
ほ
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
ち
ょ
う
ど
よ
い
機
会
だ
と
思
い
、
私
た

ち
夫
婦
の
結
婚
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
、
子
ど
も
に
話
し
て

聞
か
せ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
が
お
腹
に
い
る
時
、
と
て
も
悩

み
ま
し
た
。
私
と
同
じ
よ
う
に
辛
く
て
悲

し
い
想
い
を
す
る
の
か
…
。
私
の
子
ど
も

と
し
て
生
ま
れ
る
。
た
だ
そ
の
こ
と
だ
け

で
生
ま
れ
る
前
か
ら
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の

道
し
か
敷
か
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
に
考

え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
７
カ
月
８
カ
月

と
た
つ
う
ち
に
、
母
に
な
る
と
い
う
強
さ

が
で
き
だ
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
辛
い
悲
し

い
道
で
も
い
い
。
人
を
差
別
す
る
人
間
よ

り
は
、
差
別
さ
れ
る
人
の
心
が
わ
か
る
人

間
に
育
て
よ
う
。
そ
う
決
心
し
て
あ
な
た

を
生
み
ま
し
た
」

　
そ
こ
ま
で
話
し
た
時
、
子
ど
も
の
目
に

大
き
な
涙
を
見
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
ぼ
く
は
ハ
ー
フ
か
え
」

　
そ
う
い
っ
た
幼
い
息
子
の
顔
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

� �下水道への接続
　　供用開始となった土地に家屋のある方は、３
　年以内にトイレを水洗化し、台所などからの汚
　水と一緒に下水道に接続する義務が生じます。

� �受益者負担金
　　下水道ができると生活環境が改善され、その
　土地の利用価値も高まります。しかし、この事
　業には多大な費用がかかります。
　　この費用の一部を下水道の整備により直接利
　益を受ける方に負担していただき、事業を一層
　促進しようとするのが「受益者負担金制度」です。
＊負担金は供用開始時に一度だけ賦課され、単位
　当たりの金額は次のとおりです。

　下水道は、水質の保全と健康で快適な生
活環境の確保を図るため不可欠な施設です。
　皆さんのご協力により、平成16年度下水
道事業の工事も無事完了しました。４月１
日からその完了部分の供用を開始します。

　　市では、受益者負担金の対象区域となる土地
の所有者の方に、その旨を文書で連絡します。

＊下水道課で関係図面を縦覧することができます。
　■縦覧期間／４月１日� �～４月14日�

◇すでに供用開始になった方で、まだ接続されて
　いない方は、お早めにお願いします。

※お問い合わせは、
　　　　　下水道課（�８８０ー６５６３）まで
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広広報報ななんんここくく４４月月号号8

広
報
３
月
号
「
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
」
西
野
々
遺
跡
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
香
長
中
の
下
に
も
な
に
か
埋
ま
っ
て
い
る
か
も
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

住宅防災・減災フェアー開催住宅防災・減災フェアー開催
耐震改修の事例などを紹介！耐震改修の事例などを紹介！

住宅防災・減災フェアー開催住宅防災・減災フェアー開催

「南国市住宅防災・減災フェアー」
が市役所１階市民ホールで開かれまし
た。
筋交いや基礎を補強し耐震改修した

木造住宅の図面や、家具転倒防止金具
の見本などを展示。
また、市内の建築業者らで結成され

た「なんこく住宅改援隊」が、耐震診
断や改修工事に関する無料相談を行い、
訪れた人は市の補助制度や家の補強方
法について熱心に尋ねていました。

南国市環境円卓会議南国市環境円卓会議    開催！開催！南国市環境円卓会議南国市環境円卓会議    開催！開催！

バス釣り愛好者がバス釣り愛好者が
　　　　　石土池を清掃！　　　　　石土池を清掃！
バス釣り愛好者がバス釣り愛好者が
　　　　　石土池を清掃！　　　　　石土池を清掃！
県内のバス釣り愛好者ら約100人が集ま

り「第１回十市の池クリーンアップ大作戦」
が十市・石土池で実施されました。
参加者は、ボートを使ったりしながらペ

ットボトルや弁当がらなどのごみを拾い、
２トントラック１台分ほどが集まりまし
た。
実行委員会代表の山崎豪さんは「釣らせ

てもらっている気持ちを大切にし、マナー
を守る意識を高めたい」と話していました。

２月20日

市と市環境委員連合会主催「第３回南国
市環境円卓会議」がホリデイ・イン高知で
開催されました。
ＮＰＯ高知市民会議の内田洋子事務局長

をアドバイザーに迎え、第１部では「自然
と共に生きるまちづくり」、第２部では
「ごみのないまちづくり」をテーマにパネ
ル討論。「市全体で生ごみを堆肥化できる
システムを作っては」「大人と子どもが共
に楽しみながら環境問題に楽しむのが大事
だ」など活発に意見が出されました。

２月20日

３月７日～11日
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い
つ
も
楽
し
く
見
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
表
紙
の
写
真
が
い
つ
も
い
い
か
ん
じ
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲２／24 平成16年度更生保護功
労者南国市長感謝状受賞祝賀会　

（グレース浜すし）

▲２／13 南国市文化祭
（市民体育館）

▲２／26 第16回南国市ゲートボ
ール大会　　　（鳶ヶ池運動場）

▲２／25 精神障害者ミニデイケ
アで作ったクッキー販売と「こ
だまの会」の喫茶「晴れ時々雨」

（市役所）

▲２／16 南国市国際交流協会主
催「外国人のための日本語およ
び日本語ボランティア講座　

（日章福祉交流センター）

▲２／27 第16回南国市俳句大会
（大篠公民館）

▲２／27 第26回土佐はし拳全日
本選手権南国場所

（市民体育館）

▲２／27 「あったか南国市」づ
くりについて市長と語る会

（市役所）

▲３／６　舟入川・新川・藻川一
斉清掃　　　　　　　（舟入川）

▲３／４ 高齢者交通安全研修修
了式　　　　　　　（交通会館）

▲３／３ 吾岡保育園幼年防火ク
ラブ防火演奏

（マルナカ駐車場）

▲２／26 南国市国際交流協会主
催 Saturday English Fever

（日章福祉交流センター）
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■締め切り／平成17年４月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第394回親子クイズの答えは、
「アケボノ」でした。

★応募総数／65通 ★正 解 率／100％

【第394回当選者】
能勢　恵子さん（物　部）
千頭　里沙さん（岡豊町）
澤村　千江さん（十　市）
浜田　弘子さん（十　市）
山本　雅司さん（十　市）

395

リ ア ス
ト リ ノ 　 ケ
マ 　 コ ボ ネ
ス カ 　 イ ン
　 メ ー ル

394回解答

３
月
号
親
子
ク
イ
ズ
回
答
「
ア
ケ
ボ
ノ
街
道
」。
ク
イ
ズ
を
解
い
て
初
め
て
名
称
を
知
り
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 真真新新ししいいラランンドドセセルルをを背背
負負っったた「「 AA BB CC DD EE FF GG 」」

ヨコヨコ ①○○○の正面だぁれ。

②新聞、ラジオ、テレビなど
で最新の情報を得ます。

③カラオケでのど○○○。

④オウム。ムール。長太郎。

⑤戸○○。国○○。除○○。

タテタテ �とげに注意。

④長寿の縁起もの。
⑥かかりつけの医師。

⑦１日にして成らず。

⑧短い劇。

■とき／４月24日�　10：00～14：00
　＊雨天中止
■ところ／市役所北側駐車場
■参加費／700円
■募集店数／約50店（応募多数の場合は抽選）
■申込方法／往復はがきに郵便番号・住所・
　氏名・電話番号・一言コメント「春だなぁ。
　私は……をはじめるつもり」を記入のうえ
　お申し込みください。
■申込締切／４月７日�必着

■とき／５月～11月の日曜日（全４回）
■ところ／梅星館（上倉）＊現地集合
■内容／５月…田植え、７月…草刈り、10月…稲刈り
　・ハデ掛け、11月…収穫祭
　＊自分たちで作った玄米20㎏0 を記念にお渡しします。
■講師／地元生産者・ＪＡ南国市
■入学金／１組７千円＊保険料・昼食代などは別途負担
■対象／年齢不問。家族単位での入学とし、直接
　現地まで来られる方。（15組）
■申込締切／４月22日� �＊定員になり次第締め切ります。

　中山間地域の棚田で米づくり体験をしてみませんか？
田植え、草刈り、稲刈りなどの農作業を行い、流しソー
メンやもちつきなども予定しています。ぜひご参加くだ
さい。

　南国土佐を訪れる方を歓迎する「ゴールデン
ウィークウエルカムサービス」の活動を今年も
行います。よさこいなどの踊りやおいしいもの
案内、道案内などに参加してみませんか？

■とき／５月３日�・４日�
■ところ／道の駅南国「風良里」
■主催／明るい社会づくり南国市推進協議会

※お問い合わせは
　明るい社会づくり南国市推進協議会事務局　西村

（�８６５－１７５５）まで

※申込先・お問い合わせは
　フリーマーケット実行委員会 野村
　（〒783ー0002 南国市駅前町2ー5ー15
　　　　　　　　   　   　 � ８６４－４３３２）まで ※申込先・お問い合わせは

農林課農林振興係（�８８０－６５５９）まで

　「ゴールデンウィークウエルカムサービス」で
一緒に踊ってくれる方も同時募集します。衣装な
どの貸出も行います。ぜひご参加ください。

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。

��

� �

�

�

�

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｇ

Ｆ
�
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事故の概要

11月の夕暮れ、小学生のＡ君は
片側１車線の国道を渡ろうとしていまし
た。ラッシュ時のため手前の車道は渋滞し、
車はほとんど停止した状態でした。帰宅を急
ぎ、車の間を抜けようとしたＡ君は、横断を
開始し、渋滞の車列から出たとたん、反対車
線を走ってきたＢさんの運転する車と衝突し、
重傷を負いました。

事故の原因

　Ｂさんが前方の注意を十分にしていなかっ
たことと、Ａ君の安全不確認が原因です。

この事故から学ぶこと

片側渋滞の車列から出る場合は、反対側車
線の安全確認を十分に行う必要があります。
　また、夕方は、歩行者事故や自転車事故が
多く発生します。この時間帯は、空はまだ明
るいのに、路上はもう暗く、車の運転者は、
歩行者や自転車を発見しにくくなっています。
　歩行者はこのことを十分認識し、安全確認
しながら行動するようにしてください。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対
　　　　　　策班　 �８２３－９３１９）

　
洋
菓
子
を
作
り
始
め
て
35
年
。
こ
の
２
月

に
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔
と
比
べ
、
技
術
や
材
料
が
多
様
に
な
り
、

洋
菓
子
も
進
化
し
ま
し
た
ね
。
見
て
食
べ
て

楽
し
め
る
洋
菓
子
で
す
が
、
100
回
試
作
を
重

ね
て
も
満
足
す
る
も
の
が
で
き
な
い
な
ど
苦

労
も
あ
り
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
は
贈
り
物
と
し
て
買
わ
れ
る
方

が
多
く
、
気
持
ち
を
伝
え
る
演
出
の
一
つ
に

私
の
作
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
る
と
思
う
と
作

り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
。

　
今
は
忙
し
く
て
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

暇
が
で
き
れ
ば
家
族
と
一
緒
に
海
や
山
へ
自

然
を
満
喫
し
に
行
き
た
い
で
す
。

　
「
夢
は
今
の
店
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
」

と
話
す
立
田
さ
ん
。
仕
事
に
対
す
る
情
熱
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

立田　俊二 さん（岡豊町）
しゅんじ

りつ

　
南
国
市
の
連
合
婦
人
会
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
会
合
に
参
加
し
ま

す
が
、
常
に
新
し
い
発
見
が
で
き
る
し
友
人

も
た
く
さ
ん
で
き
て
い
い
で
す
ね
。

　
友
人
と
年
に
数
回
行
く
旅
行
が
楽
し
み
だ

け
ど
、
旅
行
に
行
く
と
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
皆
勤
賞
が
と
ぎ
れ
る
の
が
残
念
（
笑
）
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
昔
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

毎
日
１
万
歩
以
上
は
歩
い
て
ま
す
よ
。

　
高
齢
社
会
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、
た
だ

長
生
き
す
る
の
で
は
な
く
、
元
気
で
い
る
こ

と
が
大
事
と
い
う
こ
と
。
毎
日
血
圧
を
計
る

な
ど
健
康
に
は
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　　
「
楽
し
く
考
え
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

で
」
と
西
森
さ
ん
。
取
材
に
も
終
始
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

西森　律 さん（大埇甲）

３
月
号
親
子
ク
イ
ズ
は
結
構
難
し
か
っ
た
で
す
。
解
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

み ん な の 広 場
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手
話
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

聴
覚
障
害
者
の
方
々
と
楽
し
く

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
興

味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
と
き
／
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
会
費
／
月
200
円

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ま
ほ
ろ
ば
の
里
サ
ー
ク
ル
事
務
局

山
内
繁
光

（
�
８
６
４
・
０
６
９
３
）ま
で

南
国
市
嘱
託
職
員
募
集

■
職
種
／
レ
セ
プ
ト
点
検
職
員

■
応
募
資
格
／
医
療
事
務
の
資
　

格
・
経
験
者
で
、
南
国
市
に
勤

務
可
能
な
方

■
募
集
人
員
／
１
名

■
雇
用
条
件

【
勤
務
内
容
】

レ
セ
プ
ト
内
容
の
審
査
・
点
検

【
雇
用
期
間
】

平
成
17
年
５
月
〜平

成
18
年
３
月

【
賃
金
】
月
額
16
万
３
千
200
円

＊
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
　
　

（
月
17
日
勤
務
）

■
申
込
期
間

４
月
４
日
�
〜
４
月
20
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
選
考
（
面
接
）

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

４
月
26
日
�

午
前
９
時
30
分

市
役
所
５
階
第
２
〜
第
５
委
員

会
室

■
提
出
書
類
／
履
歴
書

■
申
込
先
／
総
務
課
職
員
係

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
国
保
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

法
務
教
官
募
集

■
受
験
資
格

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
、
次
に
掲
げ
る
者

ア．

大
学
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た

は
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
　
卒

業
見
込
み
の
者
及
び
人
事
院
が

こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

イ．

次
に
掲
げ
る
学
校
等
を
卒
業

し
た
者
及
び
平
成
18
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

�
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

学
校

�
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

ま
た
は
専
修
学
校
専
門
課
程

（
い
ず
れ
も
修
業
年
限
２
年
以

上
な
ど
人
事
院
が
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
者
に
限
る
）

■
試
験
日

・
第
一
次
試
験
／
６
月
12
日
�

・
第
二
次
試
験
／
７
月
13
日
�
・

14
日
�

■
合
格
発
表

・
第
一
次
試
験
／
７
月
５
日
�

・
最
終
発
表
／
８
月
30
日
�

■
申
込
期
間

４
月
１
日
�
〜
４
月
15
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

法
務
省
高
松
矯
正
管
区
職
員
課

（
�
０
８
７
・
８
２
２
・
４
４
６

９
）ま
た
は

高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

（
�
８
７
２
・
９
２
８
３
）ま
で

国
立
大
学
法
人
等採用

試
験

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

人
等
採
用
試
験
の
試
験
案
内
（
申

込
書
）の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
受
験
資
格

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

■
試
験
日

・
第
一
次
試
験
／
５
月
22
日
�

■
申
込
期
間

４
月
１
日
�
〜
４
月
８
日
�

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試

験
事
務
室

（
�
０
８
２
・
４
２
４
・
５
６
１

６
）ま
で

市
営
奈
路
団
地入

居
者
募
集

■
募
集
戸
数
／
１
戸
（
Ｄ
号
）

■
募
集
案
内
配
布
期
間

４
月
１
日
�
〜
４
月
15
日
�

■
申
込
受
付
期
間

４
月
13
日
�
〜
４
月
15
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

住
宅
課
住
宅
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
８
）ま
で

親
子
ク
イ
ズ
当
選
者
／
図
書
券
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
運
が
向
い
て
き
た
み
た
い
で
少
し
ば
か
り
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

岩本　タケオ（金地）

「なんぼ言うたち…
　　南海地震津波待ち…」

2005  APRIL
４
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わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

ポ
エ
ム
募
集

わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
in
Ｋ

Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
実
行
委
員
会
で
は
、
11

月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
披
露
す
る
ポ
エ
ム
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

日
頃
忘
れ
が
ち
な
感
謝
の
気
持

ち
、
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
大

切
な
思
い
。
障
害
や
性
別
、
年
齢

を
超
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
づ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
入
選
し
た
作
品

に
は
曲
付
け
を
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
作
品
テ
ー
マ
／
心
と
絆
も
の
が

た
り
、
大
切
な
〜
へ
届
け
た
い

■
応
募
締
切
／
５
月
20
日
�

※
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
in
Ｋ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
実
行
委
員
会

（
〒
７
８
１
・
８
１
６
３
　
高
知
市
一
宮

西
町
１
・
36
・
１

�
８
４
６
・
１
９
１
９
）ま
で

訪
問
介
護
員
（
２
級
課
程
）

養
成
講
座
受
講
生
募
集

■
受
講
期
間

５
月
初
旬
〜
８
月
初
旬
予
定

■
受
講
時
間

平
日
＝
午
後
６
時
〜
９
時

土
・
日
＝
主
に
昼
間
の
講
習

■
受
講
条
件

全
日
程
終
了
で
き
る
方

■
定
員
／
35
名

■
受
講
料
／
２
万
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
間

４
月
４
日
�
〜
４
月
15
日
�

＊
土
・
日
を
除
く
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で

■
主
催
／
社
会
福
祉
法
人
　
ふ
る

さ
と
自
然
村

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
老
人
福
祉
施
設
　
陽
だ
ま
り

の
里

（
�
８
６
６
・
０
８
８
８
）ま
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ

ー
グ
戦
参
加
チ
ー
ム
募
集

■
開
催
期
間
／
４
月
17
日
�
〜

10
月
末
ま
で

■
と
こ
ろ
／
北
陵
中
学
校

■
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
６
千
円

（
登
録
料
を
含
む
）

■
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
４
月
10
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
北
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

代
表
　
中
西
和
男

（
�
８
６
２
・
０
６
６
８
）ま
で

各
種
国
保
組
合
・
南
国
市
国

保
を
除
く
医
療
保
険
加
入
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
の
方
へ

医
療
機
関
で
受
診
の
際
に
提
出

が
必
要
な
福
祉
医
療
費
（
乳
児
・

幼
児
・
障
害
・
高
齢
障
害
・
母
子

及
び
父
子
家
庭
）
の
請
求
書
の
様

式
が
変
更
に
な
り
ま
す
（
お
手
持

ち
の
旧
様
式
分
に
つ
い
て
も
今
ま

で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
）。

ま
た
、
様
式
の
変
更
に
伴
い
、

用
紙
の
色
は
白
色
に
統
一
さ
れ
ま

す
の
で
、
請
求
の
際
は
、
必
ず
受

給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
窓
口
で
は
、
旧
様
式
分

の
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
順
次

新
し
い
用
紙
を
お
渡
し
す
る
予
定

で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

乳
児
・
幼
児
福
祉
医
療
費
担
当

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）

そ
の
他
の
福
祉
医
療
費
担
当

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

「
ア
ケ
ボ
ノ
街
道
」
き
れ
い
な
道
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。
楽
し
み
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

■講師／宅間一之さん
■内容／土佐のあけぼの、古墳時代と紀貫之の時代、
　長宗部氏と細川氏、山内家の入国と近世の動向、
　幕末の人々と南国市、南国市の文化財
■とき／５月11日�～６月15日�
　毎週水曜日（全６回）14：00～15：30
■ところ／市役所
■対象／南国市民および市内勤務者（40名）
■受講料／1,500円

郷土学の講座です。南国市の歴史（原始～
近現代）をもう一度勉強してみませんか？

■講師／葛巻雅佳子さん
■とき／５月10日�～６月28日�
　毎週火曜日（全８回）14：30～16：00
■ところ／日章福祉交流センター
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／2,000円（傷害保険料含む）

保健医療体操「錬功十八法」と合わせ
て学びます。今から運動を始めたい方、
穏やかなスポーツから始めましょう。

■講師／豊崎みち子さん
■とき／５月11日�～12月21日�
　月２回（全14回）19：00～21：00
　＊８月は休講。
■ところ／スポーツセンター
■対象／南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／3,500円

韓流ブームの次は中国ブーム�
あなたも学んでみませんか？

◆各講座・教室の申込締切／４月22日�
　＊応募者多数の場合は抽選

※各講座・教室の申込先方法
往復はがき、またはｅメールに講座・教室名・
　住所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ下記
　までお申し込みください。
　生涯学習課（〒７８３ー８５０１南国　　市大埇甲

　２３０１　�８８０ー６５６９、
　または syougai@city.nankoku.kochi.jp ）まで
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南
国
市
奨
学
金
貸
与
の

申
請
受
付

■
対
象
学
年
／
平
成
14
年
４
月
以

降
に
短
期
大
学
、
大
学
、
専

修
・
各
種
学
校
の
１
年
生
に
な

っ
た
方
　

■
貸
与
額

▼
県
外
の
学
校
＝
月
額
３
万
円

▼
県
内
の
学
校
＝
月
額
２
万
円

■
貸
与
期
間
／
平
成
17
年
４
月
〜
　

平
成
18
年
３
月
（
１
年
間
）

■
貸
与
予
定
者
数
／
全
学
年
で
７

名
以
内
　

■
返
還
方
法
／
修
業
期
間
ま
た
は

猶
予
期
間
終
了
月
の
13
カ
月
後

か
ら
貸
与
期
間
の
５
倍
の
返
還

期
間
内
に
返
還
。

■
申
請
期
間
／
４
月
１
日
�
〜

４
月
28
日
�

＊
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

■
備
考
／
選
考
に
あ
た
り
奨
学
生

選
考
委
員
会
に
よ
る
所
得
基
準

な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
継
続
し
て
貸
与
を
希
望
さ

れ
る
方
も
毎
年
の
申
請
と
審
査

が
必
要
で
す
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
学
校
教

育
課
、
市
役
所
各
支
所
、
各

福
祉
館
に
あ
り
ま
す
）。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

学
校
教
育
課
学
校
教
育
指
導
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
８
）ま
で

人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
に
ご
協
力
を

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口

動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
の
出
生
・
死

亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各

届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の

状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年

度
に
は
、
届
書
に
職
業
や
産
業
の

記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と
し

て
活
用
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
平
成
17
年
４
月
１

日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

■
調
査
対
象
者
／
出
生
届
・
死
亡

届
・
死
産
届
・
婚
姻
及
び
離
婚

届
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々

■
調
査
方
法
／
各
届
出
を
さ
れ
る

と
き
に
職
業
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
の

場
合
は
、
職
業
に
併
せ
て
産
業

も
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
各
届
出
の
際
に
職
業
・
産
業

例
示
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課

（
�
８
８
０
・
６
５
５
５
）ま
で

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

■
縦
覧
期
間
／
４
月
１
日
�
〜
５

月
31
日
�

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

＊
４
月
中
の
土
・
日
曜
日
の
縦

覧
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
　

午
後
０
時
30
分

＊
４
月
29
日
�
、
５
月
の
土
・

日
・
祝
日
の
縦
覧
は
行
い
ま

せ
ん
。

■
縦
覧
場
所
／
税
務
課
資
産
税
係

■
対
象
／
平
成
17
年
１
月
１
日
現

在
の
固
定
資
産
の
所
有
者
で
、

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
ま
た

は
納
税
者
か
ら
縦
覧
の
委
任
を

受
け
た
方
。

■
必
要
な
物
／
身
分
を
証
明
す
る

物
…
運
転
免
許
証
等
ま
た
は
納

税
通
知
書
（
受
取
後
）
と
認
印
。

＊
代
理
人
は
、
委
任
状
が
必
要
　

で
す
。
法
人
所
有
者
の
資
産

は
、
代
表
者
か
ら
の
委
任
を
　

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
手
数
料
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
資
産
税
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
４
）ま
で

家
族
中
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
大
変
で
し
た
。
私
も
何
年
か
ぶ
り
に
寝
込
み
、
嫌
い
な
粉
薬
も
飲
み
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

12

13

14

15

19

20

21

22

金

火

金

火

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40

十市保育園
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

香南中学校
13:05～13:25

久礼田小学校
12:50～13:35

後免野田保育所
10:20～10:40

吾岡保育園
10:30～10:50

市農協野田支所
10:50～11:10

岩村ふれあいセンター
11:15～11:35

岡豊小学校
15:30～16:00

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

南部営農センター
13:50～14:05

浜改田公民館
14:10～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

南海学園
11:00～11:20

香長中学校
13:00～13:20

白銀荘
14:05～14:35

おおしの保育園
14:45～15:15

大篠小学校
15:25～16:25

長岡小学校
13:00～13:40

長岡農協
14:00～14:20

南陣山公民館＊
14:30～14:50

長岡西部保育所
10:20～10:40

明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～15:55

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:25～10:45

久礼田西公民館
10:50～11:10

後免野田小学校
12:50～13:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

日章小学校
13:10～13:40

植野公民館
14:10～14:30

4／8

水

水

木

水

金

火

木

木

28

26

27

第２希望の家
10:00～10:15

土佐厚生会国府寮
14:25～14:55

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15:50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

十市小学校
12:50～13:50

緑ヶ丘２丁目
13:50～14:10

県住十市団地
14:15～14:55

あとむ幼稚園
15:00～15:20

＊３月から移動図書館の「喫茶わらべ駐車場」ステーションは「南陣山公民館」に変更になっています。
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る

審
査
の
申
し
出
は

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ

び
、
そ
の
代
理
人
で
、
固固
定定
資資
産産

課課
税税
台台
帳帳
にに
登登
録録
ささ
れれ
たた
価価
格格

（（
評評
価価
額額
））
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
４４
月月
１１
日日
�
かか
らら
納納

税税
通通
知知
書書
のの
交交
付付
をを
受受
けけ
たた
日日
後後

6600
日日
まま
でで
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
据
え
置
き
の

年
度
の
た
め
、
評
価
額
が
基
準
年

度
（
平
成
15
年
度
）
か
ら
変
更
の

な
い
場
合
は
申
し
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

快
適
な
生
活
と
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
生
活
排
水
対
策
と
し
て
、

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
申

請
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
平平
成成
1188
年年
２２
月月
　　

2200
日日
まま
でで
に
浄
化
槽
の
設
置
工

事
が
確
実
に
完
了
で
き
る
方

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
平平
成成
1177
年年
４４
月月
１１

日日
�
かか
らら

毎
月
末
日
締
め

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

施
工
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
営

業
用
建
物
は
対
象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

無
料
法
律
相
談
会

５
月
１
日
か
ら
始
ま
る
憲
法
週

間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
４
月
26
日
�

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
受
付

＊
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
と
こ
ろ

高
知
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階

（
高
知
市
本
町
５
・
６
・
11
）

■
共
催
／
高
知
弁
護
士
会
、
高
知

地
方
法
務
局
、
高
知
地
方
裁
判

所
、
高
知
家
庭
裁
判
所

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

（
�
８
２
２
・
０
３
４
０
）ま
で

結
婚
し
て
14
年
。
主
人
が
初
め
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
。
相
当
し
ん
ど
か
っ
た
の
か
来
年
は
早
め
に
予
防
接
種
を
す
る
と
の
こ
と
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

 口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／４月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／４月５日�・５月10日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

軽自動車税（全期分）
人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   17年２月
   17年1月～2月

31件
57件

０人 41人
０人 73人

　　《火災》
発生件数　 ２件

建物　　　   ２件
山林　　　   ０件
その他　  　 ０件
被害額　　  951円

《救急》
出動回数　 185回
急病　  　    109回
交通事故　    25回
一般事故　　24回
その他　　　27回

４月の納税は

折形レッスン　　 山根一城
こころ残り　　　 阿刀田高
銭売り賽蔵　　　 山本一力
三味線ざんまい　 群ようこ
逃亡くそたわけ　 糸山秋子
夜ふけのなわとび　 林真理子
銀座開化事件帖    松井今朝子
母と私の手ぬい服
　　　　　　　 高橋恵美子
地方発明治妖怪ニュース
　　　　　　　　 湯本豪一
原稿用紙10枚を書く力
　　　　　　　　　 斎藤孝
一滴の血液で体は
ここまでわかる　 櫻井孝順
日本の染織　全20巻
　　　　　　　　 京都書院

ほか

消防だより消防だより消防だより消防だより

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

そ
の
油
断 
火
か
ら
炎
へ 

災
い
へ

　市消防本部では、今年度宝くじの
助成によりＤー１級可搬ポンプ３台、
訓練用消火器、視聴覚関連資器材及
びこれから普及が望まれる訓練用全
自動除細動器を整備しました。これ
らを使用した放水体験や消火訓練、
防火防災学習、講習を通じて災害に
強い人づくりに
取り組んでいき
ます。

　２月13日、後免野田小学校グラウ
ンドで婦人防火クラブ連合会の結成
式が行われ、消火器などを使った訓
練も行われました。

宝くじ助成事業で
　　　防災関連資器材を整備

婦人防火クラブ連合会結成式



法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
知
地
方
法
務
局
戸
籍
課
で

は
、
平
成
17
年
１
月
31
日
か
ら
成

年
後
見
登
記
に
係
る
証
明
書
の
交

付
事
務
の
み
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
窓
口
に
て
直
接
請
求
さ

れ
る
場
合
の
み
、
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、

従
来
通
り
、
東
京
法
務
局
民
事
行

政
部
後
見
登
録
課
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

■
証
明
内
容
・
手
数
料

①
登
記
事
項
証
明
書

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、

被
補
助
人
な
ど
の
登
記
さ
れ
て

い
る
事
項
や
、
代
理
権
に
関
す

る
事
項
な
ど
、
後
見
に
関
す
る

事
項
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
事
項
を
証
明

す
る
も
の

１
通
…
１
千
円
（
証
明
書
の
枚

数
が
11
枚
を
越
え
る
場
合
は
５

枚
毎
に
200
円
加
算
）

②
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
　

成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、

被
補
助
人
な
ど
の
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

１
通
…
500
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局
戸
籍
課

（
�
８
２
２
・
３
４
４
８
）ま
で

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
皆
さ
ん
へ

高
知
労
働
局
、
高
知
県
労
働
委

員
会
、
高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課

で
は
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
る
た
め

に
、
労
働
相
談
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め

の
援
助
制
度
と
し
て
、
高
知
労
働

局
、
高
知
県
労
働
委
員
会
で
は
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。相

談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

労
働
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
相
談
窓
口

・
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー

�
８
８
５
・
６
０
２
７

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
８
３
・
７
２
２

・
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
８
８
５
・
６
０
１
０

・
高
知
県
労
働
委
員
会

�
８
２
１
・
４
６
４
５

・
高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
６
１
０
・
２
２
２
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春
の
喜
び
も
つ
か
の
ま
。
花
粉
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
ま
い
っ
て
ま
す
。
特
効
薬
が
欲
し
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）、南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　これまでは、本人が低所得でも所得が一定額以
上の世帯主（親など）と同居している場合には、
国民年金保険料免除の対象にはなりませんでした。
今回新たに導入された若年者納付猶予制度は、20
歳代の被保険者で、本人及び配偶者の所得が一定
額以下の場合に申請により保険料の納付が猶予さ
れる制度で、平成27年６月までの時限措置として
創設されます。
　若年者納付猶予制度の承認を受けた期間は未納
の扱いにはなりませんので、万一の時の障害基礎
年金・遺族基礎年金を受け取ることができます。
�承認期間＝平成17年度は、平成17年４月から18
　年６月まで、18年度以降は７月から翌年６月ま
　での周期になります。ただし、周期の途中で30
　歳に到達する方は、30歳に到達する月の前月ま
　でとなります。
�手続先＝市民課年金係へ申請してください。
 ＊若年者納付猶予制度の承認を受けた期間は受
　　給資格には算入されますが、将来受け取る年
　　金額には反映されません。10年以内であれば
　　保険料を追納できますので、年金額を満額に
　　近づけるためにも余裕ができたときに追納す
　　ることをお勧めします（２年以上経過した場
　　合は、当時の保険料に一定の加算額がかかり
　　ます）。

　第３号被保険者の届け出が遅れた場合、２年前
まではさかのぼって第３号被保険者の期間となり
ますが、それ以前の期間は保険料未納の取り扱い
となっていました。４月から実施される特例届出
をしていただくと、２年以上前の期間も第３号被
保険者の取り扱いとなり、将来その分の年金も受
け取ることができるようになります。
◎平成17年３月までに第３号被保険者の届け出を
　しているが、２年以上さかのぼったため「保険
　料未納の取り扱い」となっている期間がある場
　合は・・・すでに特例届出があったものとみな
　して、２年以上さかのぼった期間も保険料納付
　済期間へ自動的に変更されますので、特例届出
　をしていただく必要はありません。該当者の方
　には４月中旬に社会保険庁からお知らせが送付
　されます。３月までに届け出をしていない方で、
　２年以上前の期間がある方のみ特例届出をして
　いただく必要があります。
◎年金受給者の方は・・・平成17年３月までに第
　３号被保険者の届け出をしている期間は、２年
　以上さかのぼった期間も保険料納付済期間へ自
　動的に変更され、平成17年５月分から年金額が
　改定になります。該当者の方には６月中旬に支
　給額変更通知書が送付されます。第３号被保険
　者の届け出をしていない２年以上前の期間があ
　る場合は、特例届出をしていただくことにより
　第３号被保険者の取り扱いとなり、届け出のあ
　った翌月分から年金額が改定になります。
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷、八京

十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

４／1

7
6
5
4
2

8

13

11
12

14

18

15

16

20
19

22

25

21

28
27
26

23

月

土

水
火
月

土
金

木

水
火

金

水

月

金

土

金
田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野

久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、

西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、開田
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

久枝（開田を除く）、下島、前浜

４／1

6
5

4
2

7

12
11
9

8

13
14
15
16

19
18

22

21

20

28

26
25
23

土

土

金

金
木
水

月

金

木

月

火

月

金 笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

十市（南部）

５／2

6
5
4
3

木

水

田村

火
月

木

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

木

水

５／2

5

4

水
火

木

水
火

片山、里改田、浜改田
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

火

月
土

火

木

立田

十市（南部）

立田

片山、里改田火
月

金
木
水

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

領石、植野、久礼田、植田火

木

水

月

土

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

４月４日・18日
（第１・３月曜日）

４月５日・19日
（第１・３火曜日）

４月６日・20日
（第１・３水曜日）

４月11日・25日
（第２・４月曜日）

４月12日・26日
（第２・４火曜日）

４月13日・27日
（第２・４水曜日）

５月２日・16日
（第１・３月曜日）

４月７日・21日
（第１・３木曜日）

４月１日・15日
（第１・３金曜日）

４月２日・16日
（第１・３土曜日）

４月14日・28日
（第２・４木曜日）

４月８日・22日
（第２・４金曜日）

４月９日・23日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

５月５日・19日
（第１・３木曜日）

9

3

�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）、
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

土

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ケシャムティ・シャシャンク・　
ヴィシュワナトゥさん　　
（インド）

高知大学農学部留学生

）））コウチと高知 ）））

「パパもママも桃花の笑顔に
　　　いつも癒されています�」

山本　優真  くん（左）（篠原）

「笑顔いっぱいの乗り物大好きな
　　　　　　ブラザーズで～す�」
誰にでも優しい子どもに育ってね。

平成16年２月10日生まれ

やまもと　　ゆうま

海翔  くん
かいと野村　桃花  ちゃん（手前）（物部）

平成15年２月２日生まれ

 のむら　　 ももか

　おかげさまで、このコー
ナーへの応募が大変多くな
りました。10月号まで掲載
予定の赤ちゃんが決まって
いますので、募集を一時停
止させていただきます。６
月号から再募集します。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.
入 96,885台
出 97,892台　

高知空港
出発 60,653人
到着 62,165人

《２月分》
有権者 40,503人（男 18,975人・女 21,528人）

《平成17年３月２日現在》

あ
と

が

き

　
毎
月
、
広
報
の
親
子
ク
イ

ズ
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感

想
や
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
く

だ
さ
る
方
も
多
く
、
と
て
も

楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
書
か
れ
た
方
が
多

く
て
「
流
行
っ
て
い
る
な
ぁ
」

と
実
感
。
う
が
い
と
手
洗
い
、

真
面
目
に
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

イ
ン
ド
の
西
海
岸
ゴ
ア
か
ら

２
年
前
に
来
高
、
大
月
町
の
珊

瑚
の
生
態
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
大
学
院
時
代
、
ラ
ッ

カ
デ
ィ
ブ
諸
島
で
珊
瑚
の
観
察

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
継
地

が
イ
ン
ド
西
南
部
の
コ
ウ
チ

(

英
語
読
み
だ
と
コ
ー
チ
ン)

で

し
た
。
そ
の
縁
で
コ
ウ
チ
大
学

と
高
知
大
学
は
姉
妹
校
提
携
し

て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
大
学

に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
生
が
い

な
い
の
が
残
念
で
す
ね
。

ゴ
ア
州
は
１
９
６
１
年
、
イ

ン
ド
に
最
後
に
接
収
さ
れ
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
旧
植
民
地
で
、
当

時
の
建
物
や
風
習
が
残
り
、
基

督
教
宣
教
師
が
住
ん
で
い
た
こ

と
で
も
有
名
で
す
。
薬
品
関
係

の
父
の
仕
事
で
７
年
前
南
部
内

陸
部
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
か
ら
ゴ

ア
に
移
っ
て
来
た
時
は
「
言
葉

も
人
も
違
う
」
と
ま
る
で
外
国

に
来
た
よ
う
で
し
た
。
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
だ
っ
た
私
が
初
め
て
魚

を
食
べ
た
の
も
こ
こ
で
す
。

18
の
言
語
と
800
の
方
言
、
公

用
語
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
さ
え
地

域
に
よ
っ
て
は
通
じ
ま
せ
ん
。

様
々
な
宗
教
と
人
種
か
ら
成
る

イ
ン
ド
は
ま
さ
に
�
多
様
性
�

の
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

「
大
丈
夫
で
す
、
何
で
も
い
い
」

精
神
が
あ
っ
て
こ
そ
10
億
の

人
々
が
あ
ま
り
摩
擦
も
な
く
暮

ら
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
。

イ
ン
ド
の
古
代
舞
踊
は
有
名

で
す
。
寺
付
き
の
役
者
達
が
伝

え
て
き
た
踊
り
は
、
現
在
で
は

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
が
受
け
継

ぎ
、
年
に
一
度
そ
れ
ぞ
れ
の
流

派
が
集
ま
り
発
表
会
を
し
ま

す
。
私
の
母
も
踊
り
の
先
生
で
、

私
も
何
度
か
こ
ち
ら
で
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
が
、
日
頃
の
練

習
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。犬

が
大
好
き
で

犬
を
通
し
て
知
り

合
い
が
沢
山
出
来

た
の
も
う
れ
し
い

こ
と
の
一
つ
で
す
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,634人（＋ 9）外国人登録者数 318人（＋ 3）
男 24,269人（＋ 13） 男 154人（＋ 2）
女 26,365人（－ 4） 女 164人（＋ 1）

世帯数 20,751世帯 （－ 1） 登 録 国 籍 数 32カ国
（ ）内は前月比 《平成17年２月28日現在》

出生数　 38人〔男 21人・女 17人〕《２月分》
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報
な
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こ
く

広
報
な
ん
こ
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編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係

発
行
日
・
平
成
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４
月
１
日

印
刷
・
川
北
印
刷
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式
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社
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ー
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ー
ジ
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ド
レ
ス
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